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マ メ の 品 質 保 持 に 関 す る 研 究

短 大　 生 野 世 方 子

〔(社)日 本 家 政 学 会

目 的　 エダ マ メ は 、 収 穫 後 急 速 に 食 味 の 低 下 す るこ £   が 知 ら れ て お り 。 こ の 食 味 低 下 を

抑 制 す る 方 法 が い ろ い ろ 検 討 さ れ てい る 。 本 研 究 で は エ ダ マ メ の 品 質 保 持 に 関 す る 研 究 の

一 環 と し て 、 貯 蔵 中 の 成 分 変 化 と 予 冷 に よ る 品 質 保 持 効 果 を 祷 べ る と と も に 、 市 販 品 の 品

質 に つ い て も 合 わ せ て 調 査し た 。

方 法　 エ ダ マ メ （ 品 種　 三 保 白 鳥 ） は 大 阪 府 立 大 学 附 属 農 場 で 栽 培 、 収 穫 適 期 で あ る 開

花 後3    3 日 に 収 穫し 貯 蔵 実 験 に 供し た 。 貯 蔵s  度 は1 °c と2    0   °Cで 行 な い 、 予 冷 は 氷* に

２ 時 間 浸泗 す る ハ イド ロ ク ー リ ン グ 処 理し た 。 処 理 後2    0   °Cに 貯 蔵 し た 。 品 質 ・ 食 味 に 関

す る 成 分 とし て 、 ア ス コ ルビ ン 酸 、 遊 離 ア ミ ノ 酸 及 び 糖 に つ い て 、そ れ ぞ れヒ ド ラ ジ ン 法

ヽ ニ ン ヒ ド リ ン 法 及 び ガ ス ク ロ マ ト グ ラフ ィ ー で 測 定し た 。

結果　1  . エ ダ マ メ の ア ス コ ルビ ン 酸 含 量 は40 弓 ／100# 新 鮮 重 と 多 く 、1   °C.2   0

℃ 貯 蔵 と も 徐 徐 に 減 少し た 。し かし 、 食 味 に 関 与 す る 遊 離 ア ミ ノ酸 と シa  糖 は1    "Cの 減 少

は わ ず か で あ っ た が 、2    0   °Cで は 貯 蔵 ２ 日 間 で そ れ ぞ れ当 日 の 半 分 と １ ／ ３ に 急 減し た 。

2  . 予 冷 処 理し た 区 の こ れら 成 分変 化 は 、 い ず れ も コ ン ト ロ ー ル と 同 様 の 挙 動 を 示し 、 予

冷 に よ る 品 質 保 持 効 果 は 認 めら れ な か っ た 。

3  ■ 市 販 エ ダ マ メ は 、 外 観 ・ 価 格 ・ 品 質 と も 大 き な 巾 があ り 、 概し て 、 外 観 の 良い も の の

方 が 、 比 較 的 良 く 品 質 を 保 持し て い る こ と が わ か っ た 。
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目的 前報 で'm檀類。恥 八 丈午七( 昂aseolus wigdris)よ 白花（Ph. cocdneijs) t 用い^ 飴玲

(n-責執時間teo ，90, 即 今 として飴 の性状t に軸鹸 討し，ﾇこ白花の特 爽性l 報寺レに。本

報奇でＵ 引き続 きゑ熟温度l t え, 佃 削 剥 大ヽドjiir マ働響-^検討 するい:t  目白飢 けこ。

方-A　試料 は昭和5∂年良北海道良丈午七，大白tiV し，煮態 は電気炊叙 器（ 加 ゜c）, 才

－り ト ア(  VO'C ,  12O'C ）吉用いて印 抑 れL  7 吠下常法 に梗 ，て白飴 竃調 帑It".  生

飴は歩留り，一般 叛馳 ペ ラt ン會量t 場惶 しひ， 打こ自然浹降季 け じ肘り せt湖

沈降速皮) t 刺定し, SDS-ft  I] T  ラりレアミドツlv 電気泳動じ り タンノ封 質。淳鳶ノリ, SDS 球I] T  ラりレアミドゲlv 電気泳動じ り タンノ勁 質の淳曳ノリ

敏? (Jエポキシ樹脂 包埋 して切 岸t 調 頻し，PkS てヽ涛糖類,  CBB でり- ンt 作成しt-。鮑粒J (Jエホ･そシ樹脂ぎ埋して切り 調刎し, ）A町 糖類パ ざr タヽ
ンノ勁f  t染をして光学顕 瞳 でm疎 し，表面樽造t 走査^^i 顕教鏡ぐsど川r 槻衆し
れ。糎飴は生鈴い糖液t 加えてーむ重量打 す 誇めて調緊し，t ンシアレ丿 一TTP-5QBX
て略 々め物性調 達 しひ。(*  1  マシア･ドド ントフズ-  )
耘 果 前靭OO'C加熱で'は何 れの外 聞しも丈 ヂ七り 又白犯 叫

恥性坊低下し， こ仏J ベ ク予 ンの量あろいに 質のi いよI  ヒ推足しか。今回煮魚温7隻の上

恥 こ伴い両者芙生飴の保 水性ヵヽぐ向上し７捧鮑 邱り ヵ性1l＼"慎下すゐこk を鶴,ダひ。 この時 生

櫛 のペウ干ン考量ｕ 減 少ヽし，自然霞持 参は低 下しひ。討 伐 気溥動 パド 〉も変化した，

さ 吼こ光学鮮微鏡 いよ抑 ン/町 噴の染色性 のむ ら 託M ド バ 表面構 造( 細 唆 り) 史

4ﾋお詔 められひ・ この こti)ぺ 孝簒ま 度の上 影 平トう部 材 豺丈?の史化皿 潅 収丿 宍都 のタ

ン/り 噴あゐいはf" ン1" ンの構 吏変化びあず吻ヽい ていろものと推 色しか，


